
令和７年度 学校評価 最終評価      

                                           石川県立錦城特別支援学校      
重点目標 具体的取組 主担当 実現状況の達成度判断基準 質問項目 中間集計結果 分析 

（成果と課題） 

（１） 
授業力と専
門性の向上 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  ＜授業改善＞ 
「新たな教師の学び

の姿」を踏まえ、各自
が学校研究を推進し、
深い学びへの授業改善
を行う。 

研究推進
課 
全学部 

主体的に研究会や研修会に
参加し、深い学びにつなが
る授業改善について理解を
深め、授業力が向上したと
感じる職員の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上～80%未満 
Ｃ：60％以上～70%未満 
Ｄ：60％未満 
Ｂ以上 Ｃ・Ｄは工夫改善 
 

 達成度判断基準 
３項目の職員アンケート内
容に対し、２項目以上に「
できた」「ややできた」と
回答した職員の割合が70%以
上 
 

【職員アンケート】３項目 
ア. 授業力向上に向け、研究会

では授業改善について意見
を伝えることができた。 

イ. 研究授業及び普段の授業に
おいて、各グループのテー
マに沿った授業づくりにお
ける児童生徒の姿を具体的
にイメージすることができ
た。 

ウ. 研究会を通して学んだこと
を普段の授業場面で生かす
ことができた。 

各教員の「できた・ややできた」項目数
の割合 
①３項目②２項目③１項目④０項目 

 
達成度の割合（単位%） 

① ② ③ ④ 
97 3 0 0 

 
【結果】Ａ「①+②」＝100% 
 
各項目の①＋②の割合（単位%） 

 できた ややできた あまりできなかった できなかった 

ア 50 50 0 0 
イ 47 53 0 0 
ウ 40 53 7 0 

 

アンケートの結果、２項目以上に
「できた」「ややできた」と回答し
た教員（①+②）の割合は、 100％と
なり、Ａ評価となった。中間評価か
ら①（３項目ともできた）の数値が
上がる結果となった。 
「教科における深い学びを導くため
の発問や、問いを考える力が向上し
た」「生徒が互いに学び合うための
工夫を考えることができた」「実体
験を通して得られる体験は多くの学
びや気付きにつながることが分かっ
た」等、各グループ研究会での授業
改善に向けた意見交換を通して、児
童生徒の思考の流れや授業展開、教
材提示等について教員の学びを深め
ることができた。次年度は児童生徒
が「教科の見方・考え方を働かせる
こと」に着目し、さらなる深い学び
への実現を図っていく。 

②  
 
 

＜専門性の向上＞ 
社会に開かれた教

育課程を目指し、児
童生徒の特性や能力
に応じ、確かな学び
に繋がる授業展開や
各教科の指導の充実
を図る。 

教務課 
全学部 

指導内容表や学習指導要領
をもとにして年間指導計画
や個別の指導計画を作成し
教科指導の充実に努めてい
る教員の割合 
 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上～80%未満 
Ｃ：60％以上～70%未満 
Ｄ：60％未満 
Ｂ以上 Ｃ・Ｄは工夫改善 

 

 

達成度判断基準 

職員アンケートの２項目と

もに、「できた」「ややで

きた」と回答した職員の割

合が70％以上 

 

 

 

【職員アンケート】２項目 
 
ア. 指導内容表や学習指導要

領をもとに、各教科の３
観点を意識して授業実践
している。 

イ. 個別の指導計画の各教科
において、児童生徒の目
標達成にむけて、個々の
実態に応じた支援、手立
てをしている。 

 
※各教科の３観点 
【知識及び技能】 
【思考力、判断力、表現力等】 

【学びに向かう力、人間性等】 

各教員の「できた・ややできた」の 
項目数の割合 
ア 
a. できた        30％ 
b. ややできた      64％ 
c. あまりできなかった    6％ 
d. できなかった           0％ 
イ 
a.できた         33％ 
b.ややできた       64％ 
c.あまりできなかった    3％ 
d.できなかった            0％ 
  
各項目の割合（％） 

  
 

ア  
a b C d 

イ 

a 24  9 0 0 

b  6 52 6 0 

c  0  3 0 0 

d  0  0 0 0 

 
ア、イの２項目ともに「できた」「や
やできた」と回答した割合    
【結果】 Ａ 91％ 
 
 

アンケートの結果、２項目以上に
「できた」「ややできた」と回答し
た割合は91％で、Ａ評価となった。
最終評価のアンケートでは２つの項
目において「できなかった」と回答
した教員はおらず、これは学習指導
要領をもとに年間指導計画を立案し
個別の指導計画では個々の目標達成
に向けた支援と授業実践を教員が意
識して取り組んだ結果といえる。 
今回の取組で授業実践における工

夫点が多く挙げられたが、その一方
で「あまりできなかった」理由とし
て「各教科等を合わせた指導の中に
は複数の教科の観点やねらいを常に
すべての授業で実施するのが難しい
」という意見や、「年間指導計画の
立案においても、各教科等を合わせ
た指導と各教科でとりあげる内容の
バランスが難しい」との意見もあっ
た。 
年間指導計画を作成する際には、

指導内容表を照合し、各教科の内容
の調整をはかり、次年度の実践につ
なげていく。 



（２） 
キャリア教
育の推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  
 

＜プログラムの活用＞ 
錦城版キャリア教育

プログラム（改訂版）
を活用し、家庭と連携
し個々のキャリア発達
を促す取組を実践する
。 

支援課 
各担任 

本校のキャリア教育の内容
を理解し、家庭でも取り組
んでいる保護者の割合 
〔今年度取り組む項目【社
会で生きる力】（係活動・
お手伝い）〕 
 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上～80%未満 
Ｃ：60％以上～70%未満 
Ｄ：60％未満 
Ｂ以上 Ｃ・Ｄは工夫改善 

 

 

達成度判断基準 

『めざせ！お手伝いマスタ 
ー‼』の取り組み週間におい 
て、児童生徒が家庭でのお 
手伝いや係の仕事に取り 
組んだ割合が70％以上 

 

 

【保護者・取組みカード結果】 
１項目 

ア.『めざせ！お手伝いマスタ
ー‼』の取組週間において、
家庭で行う係やお手伝いを
決め、児童生徒が家庭での
お手伝いや係の仕事に取り
組みましたか。 

 
 
 
 

児童生徒が、家庭でのお手伝いや係の仕
事に取り組んだ数の割合 
 
10月実施 
a.取り組んだ    86% 
b.取り組んでいない 14% 
 
取組の割合(%) 

 6月 10月 年間 

a. 85 86 85.5 

b. 15 14 14.5 

 
「a.取り組んだ」の内訳(%) 

 6月 10月 年間 
ゴールド 73 67 69 
シルバー 21 28 25 

ブロンズ 6 5 6 
ゴールド：8回以上（10日中） 
シルバー：4～7回（10日中） 
ブロンズ：1～3回（10日中） 
 
【結果】Ａ 85.5%  

キャリア発達に向けて、今年度は 
「認められる場面をたくさん作ろう
」をテーマとし、保護者と連携して
児童生徒が家庭できるお手伝いに取
り組めるようにした。前期同様に、
懇談を通じて保護者と家庭でできそ
うなお手伝いを一緒に考え、取組期
間に実施することをすすめたところ
取り組んだ家庭は86%となり、年間を
通じて85.5%のＡ評価となった。この
ことから多くの家庭で取り組まれ、
児童生徒の認められる場面につなが
ったと考えられる。 
担任と保護者がお手伝いの内容に

ついて一緒に考えることで、児童生
徒の様子に応じて無理のないかたち
で取り組むことができ、多くの児童
生徒が最高位（ゴールド）の評価に
達することができた。 
今後も家庭と連携して児童生徒の

キャリア発達を促す取組を実施する
とともに、本校のキャリア教育につ
いて、保護者に理解を促していきた
い。 

②  ＜進路支援の充実＞ 
センター的機能を

発揮し、地域の小中
学校や保護者への研
修会等を継続し、進
路支援や相談の充実
を図る。 

支援課 
 

進路支援や発達に関する研
修会に参加して、内容に満
足している研修会参加者の
割合 
 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上～80%未満 
Ｃ：60％以上～70%未満 
Ｄ：60％未満 
Ｂ以上 Ｃ・Ｄは工夫改善 
 
 

達成度判断基準 

アンケートに「とても満足

できた」「概ね満足できた

」と回答した参加者の割合

が70％以上 

【参加者へのアンケート】 
１項目 

 
ア.卒業後の進路を考える研修
  会で、内容がわかり満足で
  きましたか。 
 

研修会参加者アンケート４段階評価の
割合 
 
11月実施（有効回答11名/11名） 
a.とても満足できた        82% 
b.概ね満足できた           9% 
c.あまり満足できなかった   9% 
d.満足できなかった         0% 
 
年間結果 
 7月 11月 年間 

a. 61 82 69 
b. 39 9 28 
c. 0 9 3 

d. 0 0 0 
 
【結果】Ａ「a＋b」  97% 

11月実施の『卒業後の進路を考え
る研修会』に参加し、アンケートに
回答した方の多く（a+b=91%）が「と
ても満足できた」「概ね満足できた
」と答え、7月に実施した研修会の評
価と合わせると97%となり、Ａ評価と
なった。このことから子どもの進路
を考えるための有益な研修会となっ
たことが窺える。 
11月の研修会において満足した理

由については、在学中にできる支援
について理解することができた」、
「子どもが自ら意思決定できるため
の支援が大切だと思った」、「困っ
た場面でどのような対応が大切なの
かが分かった」等の意見があり、参
加者にとって、様々な困難さのある
子どもの理解や関わり方、将来を見
据えた支援についての理解が深めら
れたのではないかと考えられる。 
今後も参加者のニーズに合った研

修会を企画できるよう、さらに検討
を重ねていく。 
 



（３） 
安心・安全
な学校づく
り 
 
 

① 
 

＜安全・防災に関する
教育活動の充実＞ 
 危機管理マニュアル
の見直しをはかり、防
災教育に関する授業や
行事等を計画的に行う
。 

保健課 
各担任 
 

災害への備えを意識した環
境整備や環境の把握に努め
ている教員の割合。 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上～80%未満 
Ｃ：60％以上～70%未満 
Ｄ：60％未満 
Ｂ以上 Ｃ・Ｄは工夫改善 

 
 
達成度判断基準 

災害への備えを意識した安
全点検10項目のうち、６項
目以上意識して取り組んで
いる教員の割合が70%以上 

【教員アンケート】10項目 
 以下の災害への備えを意識し 
た環境整備や改善に努めている 
➀出入り口に避難の妨げになる 
物がないか確認している。 

②防災頭巾を所持するよう声か 
けをしている。 

③高さのある棚に荷物が置いて
いないか確認している。 

④消火器の場所の確認をしてい
る 

⑤コンセントにホコリ等が溜ま
っていないか確認している。 

⑥老朽化している所がないか確
認している。 

⑦担架や車イス等が設置されて
いる場所を把握している。 

⑧避難経路の確認を行っている 
⑨備蓄品、非常用物資の場所を
把握している。 

⑩壁や床等に、亀裂がないか確
認している。 

 

災害への備えを意識した環境整備や環境
の把握に努めている教員の割合（％） 

 
※教員アンケート１０項目中  
８個以上……………a 
６個以上８個未満…b 
４個以上６個未満…c 
３個以下４個未満…d 

 
 a b c d 

小学部 72 21 7   0 

中学部 60 30 10   0 
高等部 83 17   0   0 
全 体 72 22 6   0 

 
 

a. ８個以上      72％ 
b.  ６個以上～８個未満 22％ 
c.  ４個以上～６個未満  6％ 
d.  ３個以下    0％ 
 
 
【結果】Ａ 「a＋b」 94％  
 

災害への備えを意識した環境整備
や環境の把握に努めている教員の割
合（a＋b）は、中間評価と同じ結果
であったが、「８個以上意識してい
る」と回答した教員の割合が増えた
ことから、教員の意識が高まってき
ていると考えられる。 
しかし、質問項目⑤、⑨について

は、３割程度の教員が意識できてい
ないことから、その重要性について
の周知が不十分であったことが要因
として考えられる。 
今後に向けて、教員の意識をさら

に高めていけるように、各教室内に
災害への備えを意識できるような掲
示物を準備したり、学部会等で課題
を共有したりする等の工夫を行って
いきたい。また、さらなる環境整備
や環境の把握に努めていけるよう、
項目や点検方法についても見直し、
管理職や指導課とも連携・協力しな
がら、安全点検の体制を整えていき
たい。達成度の低い項目については
再度確認する機会を設け、教員の意
識の向上へとつなげていく。 

指導課 
各担任 

学校での防災学習や災害対
策が分かり、授業参観等で
その指導内容に満足してい
る保護者の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上～80%未満 
Ｃ：60％以上～70%未満 
Ｄ：60％未満 
Ｂ以上 Ｃ・Ｄは工夫改善 

 
 

達成度判断基準 
学校の防災教育や災害対策
についてのアンケートで、 
２項目ともに肯定的な回答
をした保護者の割合が70％
以上 
 

【保護者アンケート】２項目 
＜学校の防災教育＞ 
ア．学校の防災教育や災害対策

について理解していますか
  

 
＜防災通信＞ 
イ．防災通信等を見て、災害時

に児童生徒が適切に避難行
動等とれる内容だと思いま
すか。 

 

学校の防災教育や災害対策についての保

護者の理解の割合、防災通信についての

保護者の満足度の割合 

ア.a.理解している      27% 

b.概ね理解している        61% 

c.あまり理解していない    12% 

d.理解していない           0% 

イ.a.思う                    39% 

b.やや思う                61% 

c.あまり思わない           0% 

d.思わない                 0% 

ア、イの２項目ともにa、bと回答した 

割合   

  
 

ア  
a b C d 

イ 

a 27  12 0 0 

b  0  49 12 0 

c  0  3 0 0 

d  0  0 0 0 

 
【結果】Ａ 88% 
 

学校の防災教育や災害対策につい
て、保護者の理解度や満足度を測る
２項目のアンケートを実施した。肯
定的な意見が全体の88%でＡ評価とな
り達成基準を上回った。これは防災
通信を発行したり、ホームページに
防災学習や避難訓練等の様子を掲載
したりしたことで、保護者に防災教
育の取組が広く周知され、理解度を
高める結果につながったと考えられ
る。学部間交流においては、防災ス
ローガンを全校児童生徒で作成し、
児童生徒達の意識を高める取組を行
いました。 
一方で、自由記述では「防災教室

をもっと多く行ってほしい」「防災
通信は読んでいるが子供が理解する
のは難しいのではないか」「実際の
災害時に訓練の行動がとれるのかど
うか不安に感じる」等の意見があげ
られた。今後は避難訓練の課題や反
省点を生かして危機管理マニュアル
の内容を見直し、命を守るための災
害に備える体制作りを高めていきた
い。 



 

（４） 
業務の効率
化の工夫 

① ＜業務の効率化と環境
改善＞ 
 分掌業務のデジタル
化と共有化を推進し、
各部・各課がマニュア
ルやスケジュール等を
もとに業務の効率化や
平準化を目指す。 

教頭 
各課 
全学部 

各部・各課（計10部署）に
おい効率化や平準化につい
ての具体的な方策を３つ以
上考え、協働して業務改善
を図った部署の割合。 
 
Ａ： 8/10以上 
Ｂ： 7/10 
Ｃ： 6/10 
Ｄ： 5/10以下 
Ｂ以上 Ｃ・Ｄは工夫改善 

 
 

達成度判断基準 
各部・各課（計10部署）に
おいて、効率化や平準化に
ついての具体的な方策を３
つ以上考えて取り組んだ部
署が７部署以上。 
 

【各部・各課アンケート】 
１項目 

ア. 前期、効率化や平準化につ
いて考え取り組んだ具体的
な方策の数はいくつです
か。 

 
 

効率化や平準化について考え取り組ん 
だ各部・各課の割合。 
 
a.３つ以上   8部署 
b.２つ    1部署 
c.１つ    1部署 
d.０      0部署 
               
 
【結果】Ａ 8/10 

10の部署のうち、８部署において 
３つ以上具体的な方策を考え業務改
善に取り組んだとの回答を得られ、
中間評価のＣ評価からＡ評価となり
各部署で工夫して取り組んだ様子が
うかがえる結果となった。 
中間評価の時点では、取組の方策

が具体的に示されなかった部署も、
他を参考にして取り組み、具体的な
方策として定着してきた「課会資料
のペーパレス化・事前の資料配布」
「業務内容の見える化」「スクール
サポートスタッフへの業務依頼」に
加え、「Teamsでの共同編集」「資料
・教材作成における生成AIの活用」
等の工夫があげられた。 
特に生成AIの活用で業務時間が短

縮されたとの声も聞かれ、活用が浸
透してきている。時間外勤務時間に
ついては、昨年度の実績から一人当
たりの月平均が６時間削減されてお
り、業務の効率化が進んでいること
がうかがえる。 
今後はそれぞれの教員の強みを生

かし、知識の共有とチーム連携によ
る業務の協働化を進め、さらなる効
率化を目指していきたい。 


